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・
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理
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説
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質
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一
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補
正
予
算
案
及
び
条
例
案
等
の
審
査

・
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委
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会
委
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報
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今
定
例
会
で
は
、
代
表
質
疑

と
一
般
質
問
に
合
計
十
四
名
の

議
員
が
登
壇
し
、
市
政
各
般
に

わ
た
り
真
剣
な
議
論
を
展
開
し

ま
し
た
。

　
特
に
支
所
・
出
張
所
の
見
直

し
に
つ
い
て
の
議
案
に
質
疑
が

集
中
し
ま
し
た
。

〔
人
事
案
件
に
対
す
る
同
意
〕

○
人
事
委
員
会
の
委
員
の
選
任

　
稲
葉
　
馨

○
資
産
等
公
開
審
査
会
の
委
員

　
の
委
嘱

　
河
上
　
正
二
　
遠
藤
　
恵
子

　
増
田
　
　
祥
　
須
藤
　
裕
州

　
佐
藤
　
健
治

傍
聴
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

  

仙
台
市
議
会
で
は
、
車
い
す
を

使
用
す
る
方
の
た
め
の
傍
聴
席
を

二
つ
設
置
し
、
全
部
で
一
○
二
人

の
方
が
傍
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
車
い
す
で
の
移
動
用
に
階
段
昇

降
機
も
設
置
し
ま
し
た
。

 
 

ま
た
、
傍
聴
規
則
を
簡
素
化
す

る
と
と
も
に
、
会
議
の
内
容
を
わ

か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
当
日
の

質
問
議
員
名
や
質
問
項
目
を
記
載

し
た
資
料
も
お
配
り
し
て
お
り
ま

す
。

 
 

市
民
の
み
な
さ
ま
の
傍
聴
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�

  

今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
で
は
、

第
二
回
定
例
会
で
の
代
表
質
疑
、

一
般
質
問
及
び
常
任
委
員
会
の
概

要
、
加
え
て
こ
れ
ま
で
設
置
し
て

い
た
五
つ
の
特
別
委
員
会
の
こ
こ

一
年
間
の
活
動
の
概
要
を
報
告
し

て
お
り
ま
す
。

新
し
い
特
別
委
員
会
の
設
置

  

今
回
の
定
例
会
で
は
、
二
十
一

世
紀
を
に
ら
み
、
本
市
の
抱
え
る

重
要
諸
課
題
で
あ
り
、
な
お
か
つ
、

こ
こ
ニ
～
三
年
内
に
政
策
と
し
て

定
着
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
、(

仮
称
）
東
西
線
の
整
備

促
進
と
総
合
交
通
体
系
、
副
都
心

の
形
成
、
大
都
市
行
財
政
制
度
、

情
報
化
社
会
へ
の
対
応
、
少
子
化

・
子
育
て
対
策
、
そ
し
て
、
ご
み

減
量
対
策
と
い
う
事
項
に
つ
い
て
、

専
門
的
に
調
査
、
研
究
を
す
る

た
め
に
、
新
た
に
六
つ
の
調
査

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の

委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

議
会
広
報
改
革
の
推
進

　
●
市
議
会
ポ
ス
タ
ー
の
作
製

　
仙
台
市
議
会
で
は
、｢

開
か
れ
た

議
会
」
と
の
決
意
で
、
議
会
広
報

の
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
市
議
会
の

開
会
や
テ
レ
ビ
中
継
の
実
施
を
市

民
の
み
な
さ
ま
に
お
知
ら
せ
す
る

ポ
ス
タ
ー
を
今
回
初
め
て
作
製
し
、

市
営
バ
ス
、
地
下
鉄
、
区
役
所
、

総
合
支
所
及
び
市
民
セ
ン
タ
ー
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

市
民
利
用
施
設
に
掲
示
し
、
反
響

を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
●

テ
レ
ビ
中
継
の
実
施

  

ま
た
、
本
庁
舎
市
民
の
へ
や
・

各
区
役
所
・
総
合
支
所
で
、
本
会

議
の
テ
レ
ビ
中
継
を
本
格
的
に
実

施
し
ま
し
た
。
中
継
を
ご
覧
に
な

っ
た
市
民
の
方
か
ら
は
、
「
市
政

の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
か
ら
今
後

も
見
た
い
。
」
旨
の
ご
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

　
さ
ら
に
、
九
月
頃
か
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
議
会
中

継
も
行
う
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
地
方
分
権
を
市
民
と
と
も
に

　
二
十
一
世
紀
は
、
「
国
と
地
方

の
関
係
を
一
対
一
に
」
と
の
、
真

の
地
方
分
権
の
実
現
が
大
き
な
テ

ー
マ
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
五
年
程

度
を
目
処
に
、
道
州
制
の
導
入
、

自
治
体
の
再
編
、
税
・
財
源
の
見

直
し
を
柱
と
す
る
国
と
地
方
の
制

度
を
抜
本
的
に
改
革
す
る
等
の
議

論
が
幅
広
く
そ
し
て
活
発
に
行
わ

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
十
年
の
ス
パ
ン
で
法
・
制
度
の

整
備
が
進
み
、
新
し
い
分
権
型
社

会
の
実
現
に
よ
っ
て
、
都
市
の
独

自
性
・
主
体
性
を
発
揮
す
る
こ
と

が
一
段
と
可
能
に
な
り
、
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
な
「
二
十
一
世
紀
都
市
仙

台
」
、
「
安
心
の
ま
ち
仙
台
」
が

確
か
な
も
の
と
し
て
実
感
さ
れ
て

い
く
で
し
ょ
う
し
、
そ
れ
に
向
け
、

議
会
の
果
た
す
べ
き
責
任
も
大
き

く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
仙
台
市
議
会
は
、
東
北
の
中
枢

都
市
と
し
て
の
役
割
を
認
識
し
、

「
東
北
か
ら
地
方
分
権
の
幕
開
け

を
」
と
、
先
頭
に
立
ち
、
懸
命
な

努
力
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
と
議
会
が
市
政
に
関
す
る

情
報
を
共
有
し
、
対
等
の
関
係
に

立
つ
こ
と
が
、
市
政
課
題
の
よ
り

良
い
解
決
に
資
す
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
議
会
の
広
報
・
広
聴
は
、

そ
の
最
前
線
に
あ
り
、
今
後
と
も

重
要
視
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
意

見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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台
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